






Ⅰ 川崎病における死亡病日の年代別推移 

76 例の川崎病剖検例について検討した。図 1 に示すごとく、最近急性期(stageI 一Ⅲ:40

病日以内)死亡例は減少し、陳旧期(stageⅣ:40病日以上)死亡例が増大している。特に 1980

年以後は陳旧期死亡例が全死亡の 90%を占めるにいたっている。このことはアスピリン等

による急性期治療の成果であると共に川崎病後遺症の問題がますます重要になってきてい

ることを示している。 


